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論文内容要旨
 痛桃核を含む大脳辺縁系が学習行動に影響を及ぼしていることはこれら諸核の刺激或いは破壊
 実験等により確められている。扁桃核破壊によりオペラント行動も障害されるといわれているが,
 何故障害されるのかは朋らかでない。そこで家兎を用い,飢餓により動機づけられた食餌性てこ
 押し行動を分析することにより,扁桃核がオペラント行動に如何なる役割を果すのかについて検
 討した。実験動物,実験方法:3kg前後の成熟雄性白色家兎17羽を一定期間ハンドリングの後
 用いた。両側扁桃核破壊はSawyerの家兎脳地図に従い,Bregma前方3㎜,外側6烈・深さ
 16.5㎝の所を直流通電により直径約2㎝の破壊巣を作製し,実験終了後組織学的に確めた。学
 習実験は防音のほどこさオr、たSkinncrboxを用い,毎日定刻1日1回30分を1sessionとした。
 CRF学習(continuousreinforcementschedule.持続強化学習,以下CRF学習と略す)は
 上sessionで強化数が100以上獲得された時完成とみなした。続いてDRlr10学習(dif卜
 erentialreinforcementofl〔)wrate,低率差別強化学習,以下DRL学習と略す。1回のてこ
 押しの後10秒以上経て次のてこ押しを行ったときにのみ強化が与えられる)を行った。実験群
 は1)コント・一ル群8羽,2)扁桃核破壊後学習群9羽,3)学習完成後扁桃核破壊再学習群
 7羽に分け,以下の項について検討した。1)一般行動観察:行動促進.易興奮性,行動抑制,
 性行動亢進・oraltendency等の行動異常はなかった。2)CRF学習完成までのsession数:
 コントロール群は平均3・7session,扁桃核破壊後学習騨は平均3・7sessi㎝で差を示さなかっ
 た。3)DRL学習完成に至るパターンはほぼ一定でearly,middle,stableの3期に分けられた。
 4)DRL学習完成に要するsession数:コントロール群が平均46,8に対し,扁桃核破壊後学
 習群は平均72.0で学習完成遅延を示した。5)各stageの平均てこ押し数,強化数,強化率:
 コント・一ル群と扁桃核破壊後学習番とではP<0,05で有意差を示さなかった。学習完成後扁
 桃核破壊再学習群では最初て乙押し数,強化数とも減少し,次第に増加し,その後ほぼ安定した
 てこ押しをするようになり,再学習は平均2一.4sessionで完成した。6)てこ押し反応間隔確
 率分布:コントロールと扁桃核破壊後学習群とではeariy,middleではほぼ同じパターンであっ
 たが,stab]estageでコントロールは10秒台にするどいピークを件るのに対し,破壊後学習群では8～
 12秒台にわたる巾広いピークをイ乍り,再学習群では3時期とも破壊後学習群のmiddlestageに
 相当するパターンを示した。7)Transi“onprobabilitymatrix:early及びmlddiestageではコ
 ントロールと破壊後学習癖とではほぼ同じパターンだったが,stablesねgeではコントロール群
 は(10,10)に集落を作るが,破壊後学習群では(8,8)～(15、15)に散らばるパター
 ンを示し,再学習群では3時期とも破壊後学習群のmiddlestage相当するパターンを示した。
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 考按:'これまでの報告ではrJIl側扁桃核破壊により多くは温和化するといわれているが,Sl)iege1
 らは逆に狂暴になったと報告している。このような両側扁桃核破壊による一般行動の変化の兼は
 動物の種類,年令,環境等に関係すると考えられている。本実験では両側扁桃核破壊が行われて
 いるのにも拘わらず家兎の行動変化は認められなかった。ORF学習完成には飢餓動因,探索動
 因,、1己憶系等が関与すると考えられるが,コントロールと扁桃核破壊後学習群とでは学習完成に
 要するsession数及びCRF学習完成時のてこ押し数に差がなかったことより,これら動因には
 この実験条件では扁桃核は関与しないと考えられた。DRL学習については,これまで中隔,海
 馬の破壊によりDRL学習は障1、与されたという報告がある。一方1。、1桃核破壊に関してはPelleg-
 dnoらがてこ押し数の増加,強化数の低下について分析しているが,それ以上の分析はしていな
 い。本実験では更に詳しく分析した糸1ヤ果,煽桃核破壊後学習群ではてこ押し数はコントロールと
 差を示さないが,学習完成に要するsesslon数は約1.5倍を要し,学習完成遅延を認めた。学習
 完成時におけるてこ押し数,強化数はコントロールと差を示さないが,てこ押し反応間隔ll密事分布,
 transltionprobabilitymatrixを便った分析では10秒台にピークはあるが,巾広くバラつく事
 から,家兎の食餌惟てこ押し行動に対する西側扁桃核破壊の影響は飢餓動因,探索動因の障害で
 はなく,てこ押し行動決定の選択の障'1芽と考えられた。又学習完成後扁桃核破壊再挙習得では
 cadystageで10秒台にもてこ押しが残っていることから,破竣前に記憶した10秒という時
 間の[記憶は残っていると考えられた。その後次第にてこ押し数は増加し,再学習が完成するが,
 stablestageではてこ押し数,強化数はコントロール鮮とllIIl桃核破壊後学習群とに比し,変りない
 が,10秒台を口」心とするまばらな集落を形成することは扁桃核破壊後学習群と基本的には同じ
 パターンと考えられる。しかし数秒台のでこ押しが残るのは今後検討を要すると1うえられた。以
 上から扁桃核は行動決定の選択を調整している機能を有していると推定された。
結語
 家兎の両側扁桃核破壊による一般行動の変化はなく,ORF学習障害もない。しかしDR、1、学習
 ではその完成遅延をll忍め,DRL学習完成時におけるてこ押し行動決定0)選択の障'、4チがあると考
 えられ,又学習完成後扁桃核破壊では破壊前の学習の、1己憶はかなり一良く保たれていると考えら
 れた。
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 審査結果の要旨
 動物の行動の研究はこれまで多くの研究者により行われ,次第に動物の脳内機能機序が明らか
 にされてきている。扁桃核を含む大脳辺緑系も学習行動に影響を与えていることはこれら諸核の
 破壊或いは刺激実験により明らかにされてきている。又扁桃核の機能についても多くの研究がな
 されており,この核の刺激或いは破壊によりオペラント行動は障害されるといわれているが,何
 故あるいはどのように障害されるのかについては明らかにされていない。本研究では家兎を用い,
 飢餓により動機づけられた食餌性てこ押し行動,特に持続強化学習,低率差別強化学習,一般行
 動について家兎の両側扁桃核破壊の影響について検討を行った結果,1)一般行動には変化がな
 かった。2)持続強化学習障害はなかった。3)低率差別強化学習完成の遅延がみられた。低率
 差別強化学習完成期におけるてこ押し数,強化数,強化率はコントロールと差を示さなかったが,
 てこ押し反応間隔確率分布,Transitionprobabllitymatrixを用いた検討では障害を示し,て
 こ押し行動決定の選択の障害によるものと考えられた。4)低率差別強化学習完成後扁桃核破壊
 再学習群では破壊前の記憶はかなりよく保たれていた。という知見を得た。
 ちなみに,これまでの研究報告中,本研究に最も近いテーマで行われたPellegrinoらの実験で
 はネズミの扁桃核破壊を行い,低率差別強化学習を行わせて,てこ押し数の増加,強化数の低下
 について検討を行っているが,それ以上の検討を行っていない。
 以上より本実験は大脳辺縁系の行動に対する影響を知る上で多くの知見をもたらしたと考えら
 れる。よって学位授与に値いすると考える。
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